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基本的な方向性 

●人材育成・確保に向けた取組を進めるとともに、それぞれのライフスタイルに合った働き方を

促進します。 

 

KPI（重要業績評価指標）の達成状況 

指標名 

実績値 目標値 

計画 

策定時 

2024 

年度 

2025 

年度 

2026 

年度 

2027 

年度 

2027 

年度 

ワンストップ窓口の就農相談件

数【累計】 
28 件 95 件    168 件 

労働環境整備のための専門家派

遣件数【累計】 
－ 30 件    40 件 

合同就職面接会に参加した市内

企業数【累計】 
98 社 141 社    223 社 

合同就職面接会等参加者数【累

計】 
396 人 676 人    821 人 

 

戦略推進のための主な取組の「成果」 

・個別就労相談、近隣自治体との連携による企業合同就職面接会を開催するとともに、企業向け

の採用力強化セミナーや合同会社説明会を実施するなど、求職者と企業のマッチング機会を創

出しました。また、ワークステーションひらつか「夢のタネ」の活動のＰＲやひらつか就労支援

センターへの助成をすることで、障がい者の就労支援を行いました。 

・農作業受託組織に対して、資機材導入や運営に係る支援を実施するとともに、資機材導入に対

する市独自の新たな補助制度を創設しました。また、「農業支援ワンストップ相談窓口」で関係

機関と連携し総合的に相談対応するなど、経営安定や拡大を図る意欲ある農業者を支援すると

ともに、認定新規就農者に対して、家賃支援や国の交付金を活用した就農当初の資金支援を実

施しました。 

・商工会議所や金融機関等と協議・調整を図りながら、セミナーを開催するとともに、市内事業

者への専門家派遣や奨励金支給を実施し、中小企業の労働環境の改善支援を行いました。また、

重点戦略２－（２） 

担い手の育成・確保を支援する 



新たに子育て支援企業応援奨励金及びＤＸ人材育成体制構築奨励金を実施することで、中小企

業の雇用環境整備や人材育成体制の整備を支援しました。 

 

戦略を推進する上での「課題（・）」と課題解決を図るための「取組方針（⇒）」 

・少子化や社会構造の変化による、企業の人手不足の解消が必要です。 

⇒企業と求職者のマッチング機会を創出するとともに、雇用のミスマッチの解消を図ります。ま

た、ワークステーションひらつか「夢のタネ」や「ひらつか就労援助センター」を活用すること

で、障がい者の就労や働く場の提供・定着を促進します。 

・農業者の高齢化や離農が増加するなかで、担い手の確保・育成が必要です。 

⇒認定新規就農者への就農当初の資金支援や「農業支援ワンストップ相談窓口」を活用すること

で、地域への定着を図ります。 

・勤労者に対して、場所や時間、性別などにとらわれない働きやすい環境が必要です。また、技術

革新やビジネスモデルの変化に対応・適応するためのスキルの習得が必要です。 

⇒企業の事業主・勤労者の労働問題、労働環境などに対する知識・理解を深めるとともに、仕事

と家庭を両立しやすい労働環境や人材育成体制の整備を促進します。 

 

戦略推進のための「【取組】（事業）」 

【様々な就労機会の創出支援】（就労支援事業、中小企業経営支援事業、障がい者ワークステーシ

ョン事業、障がい者就労促進事業） 

【新たな担い手の確保への支援】（担い手総合対策事業、中心市街地活性化推進事業） 

【働き方改革に取り組む企業への支援】（中小企業経営支援事業） 

【リスキングの促進】（中小企業経営支援事業） 

 


